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  ５・６年  「人と地域と深くかかわる」  総合的な学習の時間 
                         （全３５時間扱い） 
   （ ）                   
                                                             
＜学習活動計画＞ 

（  ）：時数 
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 ＜育てたい児童像＞ ・よりよい地域にするための活動に気付く 

    

 

 

  

     
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 
                      
 

                 
  

             

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           
                 

 

 

 

 

 

 

  
      
 
 

 ・自分なりにできることを実行していく 

 

活  動  内  容  児 童 の 姿 

・６年生から、前年度の交流活動の経験談や楽しい

エピソ－ドを聞く (1)   

・お年寄り、障害のある方（視覚・聴覚など）、 

園児の中から交流する相手（施設）を決める (2)  

・５、６年生合同のグル－プを編成する 

・興味をもって話を聞く 

・活動に対する意欲をもつ 
 
・協力して活動していこうと 
いう気持ちをもつ 

・グル－プに分かれて計画を立て、準備をする (2) 

  ・見たり聞いたりしてほしいことは何か 

 ・グル－プでの活動における自分の目標は何か 

・第１回 交流活動 (2)   

  ・グル－プで練習したものを見てもらったり聞 

   いてもらったりして交流する 

・振り返りをする (1)   

 ・うまくいった点や困った点はどこか 

 ・次回の内容や行動目標はどうするか           

・計画と準備、第２回 交流活動〔お試しタイム〕

(3) 

・他のグル－プから参加した友達と、協力し合            

   いながら交流する 

・振り返り、活動してきたことを整理する 

     （中間報告会に向けて） (3)    

・グル－プ活動をする時、ど

う行動するか考える 
・対面形式であいさつをする 
・みんなで歌を歌ったり、学
習成果を発表したりする 
 
・自分の課題がはっきりして
いない場合は、他グル－プ
の活動に参加（お試しタイ
ムを利用）する 
・相手に、お試しタイムで来
た友達を紹介する 
・他グル－プの友達の、交流
中の工夫を見付ける 

・自分の活動内容を発表し、他グル－プの活動の様

子も知る 

・自分でできそうだと思うことは何か、考える   

・報告を聞いて、今後取り入

れた方がよい方法を考え

る 

・お年寄り、障害のある方（視覚・聴覚など）、 

園児の中から交流する相手（施設）を決める  (2) 

・５、６年生合同のグル－プを編成する  

・自分の課題（行動目標）を

見直してみる 

 

・グル－プに分かれて計画を立て、準備をする (2) 

・継続して活動してきた友達から話を聞く  

・第３回 交流活動 (2）        

  ・一人一人とのふれ合いを意識して交流する 

・振り返りをする (1)  

  ・相手は楽しく過ごせていたか   

・計画と準備、第４回 交流活動 (3)        

  ・一人一人とのふれ合いを大事にして交流する 

・振り返りをする （1)   

  ・相手はどんな話をしてくれたか 

・計画と準備、第５回 交流活動 （3)   

  ・相手の素晴らしさを想起しながら交流する 

・振り返り、活動のまとめをする（2)                
  ・相手との交流から学んだことは何か 

・それまでの活動で感じたこ

とを、グル－プごとに話し

合う 

・教師や施設職員からのアド

バイスも聞き、相手の立場

に立って考える 
・交流の中から、相手の良さ
や生きていくことの素晴
らしさに気付く 
 
・交流することができて良か
ったと、実感する 
・友達や周りの人にも活動へ
の参加を広く働きかける 

・交流した方々を招いて、自分たちの成果を報告し

合う会を行う 

・自分たちの成長を喜び合う 

 

第１回オリエン 
テーション（３）

第１次 
探究活動 
（１１） 

喜び合う会（２）

第２回オリエン 
テーション（２）

第２次 
探究活動 
（１４） 

※「児童の変容と教師

や施設職員の支援の一

例」については、５７

ページに示した。 

中間報告会（３）
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【児童の変容と教師や施設職員の支援の一例】 ( 第２次探究活動 20／35 ～ 33／35 )        

 小学校では「人に対する思いやりの心を育てていくこと・人とかかわることが楽しいと感じる機会を多くも
つこと」が大切である。児童が様々な体験を積み重ねていく中で、地域や地域の人々に対する見方・考え方が
広がっていくように、教師や周りの人々は適切な支援をしていきたい。 

教  師  の  支  援 留  意  点 

・前年度活動してきた６年生の頑張りや心の深まりを認め、５年

生に話をすることで意欲を高めていく 

・交流する相手（施設）は、仮決定であることを伝える  
・協力したり、考えや思いを伝え合ったりすることの大切さにつ
いても話をする 

・交流する相手（施設）は学校や地域

の実態に応じて決定し、依頼してお

く 
・質問する時間を確保する 

・交流する相手のことを想像しながら考えるよう声をかけ、６年

生には前年度の活動での反省点をふまえた目標設定を促す 

・お互いに慣れる意味も考えて、グル－プのメンバー全員による

出し物（発表）を行ってもよいと助言する 

・実際に施設に行った時に、交流中の相手の様子や表情をよく見

てくることの意識付けを図る 

・振り返りの時間に出された意見を次回に生かすよう、声をかけ

る 

 

・他グル－プの活動の良い点を、活動に参加する中で見いだした

り、自分の活動に生かしていける部分を見付けたりする機会に

するよう助言する 

・活動の様子を分かりやすく伝えるためには、どんな報告の仕方

がよいか相談するよう促す 

・立てた行動目標を意識しながら、活

動していくことを押さえる 

・場合によっては、安全管理の面で保

護者に協力を依頼する 

 

 

・「お試しタイム」について説明する 

 

・活動を進める中で、必要に応じて施

設側と打ち合わせを行う 

 

・「中間報告会」について説明する 

・報告会に向け、機器など必要な物を

準備しておく 

・一人一人の頑張りを認める  

・地域での、様々な活動への参加を呼びかける  

・学校外（地域）でのボランティア活

動について紹介する 

 

・交流する相手（施設）は、今回が本決定であることを伝える  
・考えや思いを伝え合うことの大切さについても話をする 

 

・交流する相手に、もっと喜んでもらうためにどうするか、考え

るよう促す  

・６年生には、前年度の活動の様子も織り交ぜながら５年生にア

ドバイスしていくよう、声かけをする 

 

・交流中の、相手の言葉や様子を思い出しながら、次回の活動内

容を考えるよう助言する 

 

・人にはそれぞれ良さがあることを話し、相手の素晴らしいとこ

ろを感じることができるようにする 

・児童の発言やつぶやきから、実感できたかどうかを見取る 

・これからも続けよう・これからやっていこうと思うことは何か、

考える時間をとる 

・地域の一員なのだという自覚を高める 

 

・場合によっては、安全管理の面で保

護者に協力を依頼する 

 

・活動状況を報告し合う場を設定する 

（掲示板や朝の会の時間等を使って

いく） 

・活動を通しての、児童の様子（変容）

について、施設側と意見交換をする

時間をとる 

 

・「喜び合う会」について説明する 

 

 

・今後も、人や地域とのかかわりを大切にしていくよう声をかけ

る  

・次年度の交流日程等を、相談して決

めておく 

グル－プワ－クトレ－ニング

グル－プワ－クトレ－ニング
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 そこで高齢者施設入所者との交流活動を例に、児童の気持ちや行動の変化・その時々に応じた教師や施設職
員からの言葉かけ等について以下に示す。 
 

〔計画と準備〕                      
・第１次探究活動を行ったことで、相手のために何をしたらい

いの？ではなく、会話を通して好きなことをつかもうと考え

るようになってきている。 
※見直した課題についてグル－プごとに話し合い、改めて行動目標
を設定する。当日が近づいたら、流れを確認する時間をとる。 
 

 〔第３回 交流活動〕 
                        （施設職員）「この曲ならお年寄りは知っているんだけど、 
 どうかしら。」 

 
〔振り返り〕 

（教師）「あなただったら、何を聞かれたら話しやすいかな。」 
                             ※帰校後グル－プごとに集まる。一人一人がカ－ドに記入した事   
                         （感じた事等）を発表し合い、次回への意欲を持続させる。自分                         
                            のクラスに帰ったら、簡単に活動を報告し合う時間もとる。 

〔計画と準備〕 
                       ・教師からの助言を受け、相手に話をしてもらう時間を十分と 
                          り、自分は聞き役になろうと考えている。 

 
 〔第４回 交流活動〕 
                        （教師）「私も一緒にお話を聞かせてください。」 
 （施設職員）「私もお話を聞くことができてよかったです。」

            ※共感的に話を受け入れる。 
〔振り返り〕 

                       ・人は、話を聞いてくれていると思うととても話しやすいこと 
                         に気付いている。また、今の時代の人たちはぜいたくをしてい

るという話にも、考えさせられている。 

                         
〔計画と準備〕 

 ・若かった頃のことや以前の町の様子を聞いて、昔のことはよ           

く分かったので、今度はこれからのことについて聞いてみたい 

                        と思っている。 
 〔第５回 交流活動〕 
                        （施設職員）「この方は、よくボ－ルを触っているんですよ。 
 だからボウリングがしたいって答えたんだわ。」 

                          （教師）「そうだね！ 

  リサイクルボウリング大会ができそうね。」 
〔振り返り・活動のまとめ〕 

                        ・他にもやりたい事があると聞き“お年寄りは弱い＝いたわろう” 

                         という考えは違うと実感している。地域に住む一人として、今 

                         後もいろいろと教えてもらいに行こうと考えている。 

“△△小の□□です。また来ました。”って

はっきり言おう。握手もできるといいな。

“この方はどんなことが好きなんですか。”

って施設の人にも聞いてみよう。 

話が続かないな。用意してきたものも、全部

見てもらったし…。困ったなあ。 

一緒に歌えたのは良かったな。でも無理に話

を続けようとしてしまったから、お年寄りの

方が話しづらくなったのかもしれないな。 

今度は“若かった頃はどんなことをしていた

んですか。”って聞いてみよう。 

たくさん話してくれてよかった。戦争中や戦

後は、苦労も多かったんだな。 

以前の町の様子など、自分たちが少ししか

知らないことも、たくさん知っているなん

てすごいな。 

次に行く時には“一緒に楽しめることを、た

くさんしていきたいです。”って伝えよう。

今後挑戦したいことはボウリングか。ペッ

トボトルで作ってきて、一緒にやろう。や

りたいことがあって、本当に意欲的だなあ。

今回交流できてよかったな、それに楽しか

った。時間を見付けて、絶対また来よう。

友達や家族にも話して、仲間を増やそう。

児童の変容 教師や施設職員の支援 


